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今
年
の
暮
れ
も
迫
り
、
特
に
入
試
を
控
え
る
保
護
者
の
皆
様
に
は
気
の
置
け
な
い
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
日
頃
か
ら
P
T
A
活
動
に
ご
協
力
下
さ
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
先
日
の
講
演
会
に
は
多
数

の
志
の
高
い
会
員
・
住
民
の
方
々
の
参
加
を
戴
き
、
こ
れ
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 
さ
て
そ
の
『
江
戸
し
ぐ
さ
』
に
関
す
る
講
演
は
、「
過
密
都
市
江
戸
」
で
暮
ら
す
た
め
の
知
恵
あ
る
街
人
の
行
動
を

口
伝
で
言
い
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
に
実
際
の
行
動
に
生
か
そ
う
と
し
た
こ
と
が
よ
く
判
る
講
演
で
し
た
。

口
先
の
「
思
想
」
で
終
わ
る
事
な
く
、
市
井
の
人
々
の
行
動
に
生
か
そ
う
と
す
る
「
思
草
」
。
肩
書
き
で
人
を
見
な
い

「
三
脱
の
教
え
」
。
お
愛
想
で
な
い
、
心
か
ら
相
手
を
思
い
や
る
「
世
辞
」
。
「
明
日
備(

あ
す
び)

」
は
、
明
日
の
た
め
に

の
「
遊
び
＝
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
。
生
活
の
た
め
の
「
見
過
ぎ
・
世
過
ぎ
」
は
午
前
中
、
朝
飯
前
と
昼
過
ぎ
は
「
傍
楽(

ぼ

う
ら
く)

」
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
「
自
立
と
自
律
を
目
指
し
た
江
戸
の
教
育
」
な
ど
、
そ
れ
だ
け

切
り
取
っ
て
も
日
々
の
子
育
て
や
近
所
付
き
合
い
・
生
活
に
生
か
せ
る
内
容
が
満
載
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

 
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
そ
の
参
加
者
数
。
忙
し
い
日
々
で
あ
る
ほ
ど
「
心
ま
で
亡
く
」
さ
ず
に
、
そ
う
い
う
「
他
者
へ

の
配
慮
」
を
考
え
て
み
る
余
裕
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。
今
年
度
県
P
T
A
は
、「
大
人
の
背
中
」
を
合
い
言
葉
に
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
口
先
だ
け
で
な
く
、
我
々
大
人
が
日
々
の
生
活
実
践
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
へ
の

模
範
を
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
決
意
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
「
大
声
で
言
い
張
れ
ば
通
る
」
よ
う

な
風
潮
、「
自
ら
を
省
み
な
い
で
子
ど
も
や
他
人
ば
か
り
を
非
難
す
る
」
よ
う
な
風
潮
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

ゆ
る
し
て
は
な
ら
ず
、「
自
律
」
自
ら
の
省
み
に
生
か
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
も
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
 

 
本
年
9
月
の
議
会
で
は
、
私
た
ち
が
応
援
す
る
学
校
関
係
者
が
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
た
よ
う
な
事
が
問
題
視
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
反
省
す
べ
き
は
む
し
ろ
当
該
の
ご
本
人
で
あ
っ
た
事
も
、
教
員
と
保
護
者
の
会
で
あ
る
会

長
と
し
て
、
最
後
に
一
言
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。
今
後
と
も
、
教
員
と
保
護
者
が
相
互
に
協
力
し
、
よ
り
良
い
子

育
て
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

 
美
し
い
国
、
日
本
～
 
『
お
・
も
・
て
・
な
・
し
』
の
心
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
校
長
 
 
市
川
 
美
紀
子
 

  
学
校
教
育
に
あ
っ
て
も
、
家
庭
教
育
を
含
む
社
会
教
育
に
あ
っ
て
も
、「
後
ろ
姿
の
教
育
」
と
は
、
よ

く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
 

 
子
ど
も
は
、
ど
の
子
も
模
倣
の
天
才
で
す
か
ら
、
子
ど
も
に
一
番
近
い
存
在
で
あ
る
親
の
影
響
を
受

け
て
成
長
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
何
度
、
穴
が
あ
っ
た
ら
入
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
か
…
。
 

 
今
年
の
流
行
語
大
賞
は
、「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
「
今
で
し
ょ
！
」
「
倍
返
し
」
「
お
も
て
な
し
」
の
4
つ
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
く
甲
乙
つ
け
難
い
の
で
す
が
、「
お
も
て
な
し
」
の
5
文
字
に

は
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

 
そ
の
中
で
も
、
あ
い
さ
つ
は
基
本
で
す
。
し
か
も
、
相
手
の
存
在
を
視
野
に
置
い
て
、
目
と
目
で
交
わ

す
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
も
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
相
手
へ
の
友
好
や
信
頼
、
尊
敬
を
こ
め
て
頭
を
下
げ
る

あ
い
さ
つ
も
然
り
で
す
。
 

 
奇
し
く
も
2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
の
際
に
、
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
が
話
題
に
な

り
ま
し
た
が
、
是
非
と
も
、
お
金
の
か
か
る
「
お
も
て
な
し
」
で
は
な
く
、
日
本
の
品
格
を
心
地
よ
く
感

じ
て
い
た
だ
け
る
「
お
も
て
な
し
」
を
皆
で
、
示
す
こ
と
が
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
 

 
子
ど
も
の
頃
、
多
く
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
で
あ
ろ
う
周
囲
の
お
と
な
の
仕
草(

思
草)

～
心
の
行
い
。

知
恵
を
働
か
せ
る
と
は
こ
う
い
う
事
。
賢
い
と
は
こ
う
い
う
事
…
と
、
思
い
起
こ
す
こ
の
ご
ろ
で
す
。
 

 
今
、
こ
う
し
て
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、
自
分
を
省
み
、
保
護
者
の
皆
様
と
と
も
に
大
人
の
後
ろ
姿
を

子
ど
も
達
に
示
し
て
い
こ
う
と
、
背
筋
が
伸
び
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
感
謝
 
 
 
 

清川村立緑中学校 

生徒数  67名 

家庭数  62戸 

職員数  26名 
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今年も、8月10日の青龍祭と9月7日の八幡神社祭礼の両行事で、本部役員・ふれあい委員会及び各担当の先生方

がパトロールを実施しました。 

 両日ともお天気にも恵まれ、沢山の人出で楽しいお祭りでした。事故のないよう生徒たちに声掛けし、危険な所

へ立ち入らないように促しながら巡回しました。両行事とも、何事もなく無事に終了しました。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 
8月24日、親子ふれあい行事が実施されました。学年ごとに各担当場所に分かれて除

草作業を行いました。途中、雨がポツリ…降り出して、早めの作業終了となりました。 

 作業のあとは、かき氷をシャリシャリいわせながら、暑さを皆でいやしました。作業の

あとのアイスは格別でした！ 

 

 そしてその後体育館に移動し、県庁で違法薬物の摘発に従事されていた本田正純さ

んに「薬物問題の今～皆さんに期待すること～」という題で話していただきました。ご

自身の薬物との出会いから薬物を取り扱う仕事を担うようになった経緯など、薬物の

恐ろしさや薬物を扱う責任をお話しくださいました。また違法薬物は、身近なところに

常にあり、被害に会わないためには、善悪をしっかり身につけていけないとお話くださ

いました。 

 

『薬物問題の今～皆さんに期待すること～』 
ＰＴＡ親子ふれあい行事 

 

 

 

 
 10月11日（金）、ふれあい委員会による『ＰＴＡふれあい行事 ”食べるイ

タリアン ラー油”』を行いました。 

 当日は15名の方が参加されました。講師は、森の里在住の島届典子さん

です。 

 ラー油作りは、普段あまり使わないハーブを沢山使います。いろいろな

ハーブの香りが部屋全体に広がっていて、それを細かくみじんぎりにする

のが結構大変でした。 

完成したイタリアンラー油は、豆腐やパン・サラダスティックにつけて、ハー

ブティーと共においしく頂きました。 

 家庭ではなかなかできない、いつもとひと味違った優雅なランチタイム

を過ごすことができました。 

『皆で食べよう！イタリアン』 
ＰＴＡふれあい行事 

ハーブの香り～

清
風
 

温かい眼なざし 
愛のパトロール 
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   10月19日(土)、文化発表会が開催されました。子ども達が頑張ってきた練習の成果を発揮し、とても素晴らしいステージ発表でした。PTA合唱による 

 「Believe」は、少ない練習時間でみんなの心が一つになった素晴らしい合唱でした。「英語科発表」「ダンス発表」はどれも堂々としている姿に子どもの 

 成長を感じ心を打たれました。 

 

  今年度も文化発表会当日には、本部役員による休憩所が設けられました。温かい飲み物などが用意されていました。午後の発表に向けてリフレッシュ 

 でき、とても好評でした。本部役員のお・も・て・な・しの心に感謝です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 7月28日（日）、サマーフェスティバルｉｎ清川ホームに緑中学校の生徒がボラン

ティアとして参加しました。出店物も沢山あり、各お手伝いをしている子ども達も

楽しそうに役割をこなしていて、小さい子どもから大人まで、どの人達も満足そ

うでした。この時期は悪天候が多いですが、今年は良い天候にも恵まれ最高の

フェスティバル日和でした。 

 

 出店 ①お好み焼き②フランクフルト③唐揚げ④冷しかけそば⑤アイスクリ 

    ーム⑥ジュース・ビール⑦お面⑧クジ⑨ヨーヨー など沢山ありました。 

がんばった＼(^o^)／ボランティア活動 
サマーフェスティバルｉｎ清川ホーム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今年度の芸術鑑賞会は、劇団四季におけるミュージカル『ライオンキング』

を劇場「春」で鑑賞しました。当日は、宮ケ瀬中学校と一緒にバスで出発し

ました。 

 オープニングから劇場内にいる人の体に電気が走るような迫力ある「ア

フリカのサバンナ!!」で感動しました。 

 子ども達からの感想を聞いて共感し、感動しました。私たち親も一緒に鑑

賞したくなりました。 

みんなで築こう 心のハーモニー 
25年度 文化発表会 

編集後記 
・楽しい雰囲気の中で、広報活動ができました。㋪  

・一人一人の役割が上手く行き、初めてのメンバーで遂げた感に感謝❤㋕ 

・気の合う仲間と楽しく広報誌づくりが出来ました。㋯ 

・取材を通して、多くの学校行事に積極的に参加しました。これからも参加しようと思います。㋐ 

・広報活動に携わる事により、PTA活動,子ども達の活動などをより身近に感じ、共に成長を喜び合うことができた事を嬉しく思っております。㋓ 

1年生です 

2年生です 

3年生です 

Hey!! いらっしゃい～(^o^)丿 
 

平成25年・秋 

も て な 

響け!!僕らの歌 


